
令和６年度　学校評価における報告  

大津市立　膳所小学校

＜児童アンケートより＞
◆学校生活に関わる内容での肯定的な評価の高い項目は、「1学校は楽しい（88.0%）」、「2授業はよくわかる
（89.1%）」、「6友達と楽しく過ごしている（97.0%）」、「7自分も人も大切にし、相手のことを考えて行動している
（92.7%）」、「10掃除や当番の仕事をきちんとしている（95.0%）」、「14先生はよくないことをしたら注意している
（95.9%）」、「15先生は困ったことについて一緒に考えてくれる（89.8%）」等であり、子どもたちはおおむね学校へ
の満足度、安心感が高いと思われます。また、「11人の話をしっかり聞いている。(91.3％)」については、昨年度
（89.1％）よりも若干ではあるが評価が高くなっている。学校の目標の一つであり、成果が見られることから今後も継
続して取り組んでいきたいと考えています。

◆一方で、「4自分から進んで勉強に取り組んでいる（73.2%）」、「5本を読むことが好きだ（67.6%）」の項目は肯定
的な評価が低かった。今後もより主体的な学びに向かう態度を育てるために授業改善、自主学習等への取り組みが求め
られる。また、読書についても本を読む機会や本の面白さに触れるような取り組みをしていく必要があります。

◆生活習慣に関わる「12朝ごはんは毎日食べている（92.7％）」は評価が高かったが、「13早寝早起きなど、規則正し
い生活をしている（77.2%）」の項目については肯定的な評価が低く、生活リズムを整えて充実した学校生活が過ごせる
よう、保健だよりなどを通して引き続き子どもたちやご家庭への啓発を続けていく必要があると考えています。

＜保護者アンケートより＞
◆肯定的な評価の高い項目は、「3子ども運動会等の行事に意欲的に取り組んでいる（96.5%）」、「６学校では、コン
ピューターや大型テレビを使ったわかりやすい授業がされている（95.3%）」、「13学校は、地域の人や物とのかかわり
を重視した教育活動をしている。（97.1%）」「14個別懇談会で子どもについて話し合いをすることが、子どもの成長に
役立っている（95.8%）」「19学校では学年に応じた体験活動や読書活動が行われている。（95.2%）」等である。
また、「1学校では子どもに学習内容が確実に身につくように工夫してわかりやすく指導されている（93.8%）」も比較
的評価が高く、項目６とともに学校での日々の授業に対してご理解いただけていると感じております。さらに、項目
３、項目13、項目19の評価が高かったことは、膳所小学校の行事や教育活動についても、ご理解していただけていると
考えております。今後も保護者の皆様や地域の方々に信頼される学校を目指していきたいと思います。

＜両アンケートより＞
◆保護者アンケート「8子どもはあいさつがしっかりできる（78.9%）」および児童アンケート「9自分からすすんであい
さつをしている（85.7%）」となっています。本校の目標の一つでもあるので、各学級での指導や児童会のあいさつ運動
をはじめとして、今後もあいさつ啓発の取り組みを続けていきます。

◆保護者アンケート「10子どもは生活や学習などについて気軽に先生と話をしている（80.3%）」および児童アンケート
「8なやみごとがあったらだれかにそうだんしている（83.8%）」、「15先生はこまったことについて一緒に考えてくれ
る（89.8%）」の項目は、高い評価とは言えません。担任が信頼関係をしっかりと構築すること、担任外の教員も含めた
複数で子どもたちを見守ることで、子どもの困り感や不安感に寄り添えるような教育相談および生徒指導体制の一層の
充実を行っていきます。

回収率　　75.5　％



0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校では、子どもに学習内容が確実に身につくように

工夫してわかりやすく指導されている。

子どもは、落ち着いた態度で学習できている。

子どもは、運動会等の行事に意欲的に取り組んでい

る。

子どもは、学校が楽しいと言っている。

子どもは、授業中は集中して友だちや先生の話を

しっかり聞いている。

学校では、コンピュータや大型テレビを使ったわかり

やすい授業がされている。

学習について

ア そう思う イ どちらかと言えばそう思う ウ どちらかと言えばそう思わない エ そう思わない
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学校は思いやりや社会のルール

を守る気持ちを育てている。

子どもは、あいさつがしっかりでき

る。

決められた仕事などをやり遂げる

習慣が身に付いている。

子どもは、生活や学習などについ

て気軽に先生と話をしている。

先生は、一人ひとりを理解し、発

達に応じた対応している。

社会性人間性の育成関して

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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学校は、教育活動を保護者や地域に積極的に

公開している。 （学校便り、HP等）

学校は、地域の人や物とのかかわりを重視した

教育活動をしている。

個別懇談会等で子どもについて話し合いをする

ことが、子どもの成長に役立っている。

学校は、安全点検や感染対策を実施し、子ども

が安心して学習できる環境づくりに努めている。

保護者・地域との連携

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない
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子どもは、様々な課題に対して最後までやり

遂げようとしている。

子どもは、運動に親しみ、健康な生活に努め

ている。

高学年の子どもが低学年の子どもの良きモ

デルとなっている。

学校では学年に応じた体験活動や読書活動

が行われている。

特色ある教育活動

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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学校では、子どもに学習内容が確実に身につくように工夫して

わかりやすく指導されている。

子どもは、落ち着いた態度で学習できている。

子どもは、運動会等の行事に意欲的に取り組んでいる。

子どもは、学校が楽しいと言っている。

子どもは、授業中は集中して友だちや先生の話をしっかり聞い

ている。

学校では、コンピュータや大型テレビを使ったわかりやすい授

業がされている。

学校は思いやりや社会のルールを守る気持ちを育てている。

子どもは、あいさつがしっかりできる。

決められた仕事などをやり遂げる習慣が身に付いている。

子どもは、生活や学習などについて気軽に先生と話をしてい

る。

先生は、一人ひとりを理解し、発達に応じた対応している。

学校は、教育活動を保護者や地域に積極的に公開している。

（学校便り、HP等）

学校は、地域の人や物とのかかわりを重視した教育活動をして

いる。

個別懇談会等で子どもについて話し合いをすることが、子ども

の成長に役立っている。

学校は、安全点検や感染対策を実施し、子どもが安心して学習

できる環境づくりに努めている。

子どもは、様々な課題に対して最後までやり遂げようとしてい

る。

子どもは、運動に親しみ、健康な生活に努めている。

高学年の子どもが低学年の子どもの良きモデルとなっている。

学校では学年に応じた体験活動や読書活動が行われている。

令和６年度 保護者アンケート結果（全校）
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令和６年度　　児童アンケート結果（学年別）
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アンケート結果（1年）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

アンケート結果（２年）
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アンケート結果（３年）
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アンケート結果（４年）
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アンケート結果（５年）
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アンケート結果（６年）



＜令和６年度　膳所小学校　学校評価　保護者アンケート結果（平均ポイント）＞
そう思う　3ポイント　　どちらかと言えばそう思う　2ポイント　　
どちらかと言えばそう思わない　1ポイント　そう思わない　０ポイント　で平均しました。
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学校では学年に応じた体験活動や読書活動が行われている。

高学年の子どもが低学年の子どもの良きモデルとなっている。

子どもは、運動に親しみ、健康な生活に努めている。

子どもは、様々な課題に対して最後までやり遂げようとしている。

学校は、安全点検や感染対策を実施し、子どもが安心して学習

できる環境づくりに努めている。

個別懇談会等で子どもについて話し合いをすることが、子どもの

成長に役立っている。

学校は、地域の人や物とのかかわりを重視した教育活動をして

いる。

学校は、教育活動を保護者や地域に積極的に公開している。

（学校便り・HP等）

先生は、子ども一人ひとりを理解し、発達に応じた対応してい

る。

子どもは、生活や学習などについて気軽に先生と話をしている。

子どもは決められた仕事などをやり遂げる習慣が身に付いてい

る。

子どもは、あいさつがしっかりできる。

学校では、学習や様々な活動を通じて、思いやりの気持ちや社

会のルールを守る気持ちなどを育てている。

学校では、コンピュータや大型テレビを使ったわかりやすい授業

がされている。

子どもは、授業中は集中して友だちや先生の話をしっかり聞いて

いる。

子どもは、学校が楽しいと言っている。

子どもは、運動会等の行事に意欲的に取り組んでいる。

子どもは、落ち着いた態度で学習できている。

学校では、子どもに学習内容が確実に身につくように工夫してわ

かりやすく指導されている。



＜令和６年度　膳所小学校　学校評価　児童アンケート結果（平均ポイント）＞
そう思う　3ポイント　　どちらかと言えばそう思う　2ポイント　　
どちらかと言えばそう思わない　1ポイント　そう思わない　０ポイント　で平均しました。



評価の観点 具体的努力項目 自己評価
学校運営協議会

評価

学級目標を設定し、定期的に振り返ることにより、つながり・居心地・雰囲気を大切にした学級経営に努めます。 2.3

子どもたちの日頃の様子を観察し、学級の課題の早期発見、早期対応に努めます。 2.3

学年での担任教師間の連絡を密にし、連携協力した指導に努めます。 2.4

分かる楽しさ、できる喜びを実感できる授業を工夫します。 2.2

「めあて」や「ふり返り」などの授業のポイントを意識した授業改善に取り組みます。 2.2

子どもたちが協力し合って楽しい学校生活が送れることを意識した学級での活動を広げます。 2.2

研究授業等を通して、一人ひとりの学びを保障するための教師同士の「学び合い」に努めます。 2.3

定例研究授業の他に、自主的な公開授業および研修会を積極的に進めます。 2.1

全体計画に基づき、自尊感情や自他を認め合う心の育成などの人権教育の視点に立った教育実践を行います。 2.3

「膳所小四つの約束」(気持ちのよい挨拶・一生懸命掃除・しっかり聴く・きまりを守る)の徹底に努めます。 2.3

道徳的な価値の自覚が深まるよう、考える場を大切にした授業を工夫します。 2.2

道徳の授業について自主的な研究授業等を行い、教師の指導力向上に努めます。 1.8

保護者等への道徳科の授業公開 道徳の授業の内容や子どもの学びの様子を通信やあゆみ等で伝えます。 2.0 2.3

体を動かす楽しさ、できる喜びを実感できる授業の工夫に取り組みます。 2.2

多少の困難に負けず、繰り返し挑戦し、やり遂げる充実感にひたれる指導に努めます。 2.2

運動会、縄跳び大会などの行事を通して、目標を持って体力づくりの推進に努めます。 2.5

進んで運動に親しむ態度を育てるため、備品整備など進んで運動できる環境の工夫改善に努めます。 2.2

リレー大会、ドッジボール大会など、楽しく運動できるように委員会活動と連携した活動を行います。 2.2

自己の記録の変容や努力が視覚化できるカードを準備するなど、意欲をもって取り組めるように努めます。 2.1

個別、小集団、一斉等、学習内容に合わせて活動の形態を工夫し、学力向上に努めます。 2.3

家庭と連携協力して学習習慣の定着を図ります。 2.1

「学び合い育ち合う教師集団」を目指し、校内研究授業や研究会、研修会を積極的に開催します。 2.3

OJTを推進し、学校全体の組織的な教育力向上を図ります。 2.3

自らのワーク・ライフ・バランスのために、できるだけ勤務時間内に工夫して仕事を行います。 2.0

学年や担任外の教師と連携して、必要な児童支援を効率的かつ迅速に行います。 2.3

保護者を対象としたスクールカウンセラーによる教育相談会の周知と積極的な活用を呼びかけます。 2.3

必要に応じて、子育て支援にかかる専門機関を紹介する等、関係機関との積極的な連携に努めます。 2.3

学校行事の公開を含め、原則月1回の参観や学校公開または懇談会の実施に努めます。 2.3

学校ホームページの積極的な更新による情報発信に努めます。 2.0

防災・防犯・感染症防止などについて学年に応じて指導して、児童の実践力を高めます。 2.2

学校メール配信や地域及び関係機関との連携して、防災・防犯・感染症防止等の情報の迅速な伝達に努めます。 2.2

新任教員の幼稚園研修、秋祭りへの招待等、幼稚園・保育園との連携を深められるよう努めます。 2.0

進学を控えた６年生への中学校教員の出前授業等を相手校と連携しつつ実施します。 2.1

校種間の授業公開や合同研修会 他校園で実施される研究授業や校内研修会の積極的な参加に努めます。 2.0

保幼小中の接続期の教育課程の編成等、円滑な接続を図る
校種間のカリキュラム研究

保幼小中の学びの連続性を視点にした情報交換を積極的に行い、カリキュラムの改善に努めます。 2.0

様々な問題行動防止のため、日常的な予防指導や早期発見・早期対応に全校体制で取り組みます 2.5

心のサインを見逃さないため、学期ごとのアンケートや個別の教育相談を実施します。 2.6

スクールカウンセラーとの密接な連携を図ります。 2.4

内線やトランシーバーを活用しながら報告・連絡・相談を密にし、教育相談と生徒指導の連携・連動に努めます。 2.3

家庭・地域・関係機関との連携による指導 学校だよりや保健･生徒指導だよりなどを通して、家庭と連携協力して基本的な生活習慣の定着を図ります。 2.4 2.6

個別の支援計画及び個別の指導計画の作成と活用 学校支援員、学習アシスタント等を適切に配置するとともに、個別の指導計画に基づく指導に努めます。 2.5

組織的・計画的な特別支援教育体制の確立 特別支援、生徒指導、教育相談、いじめ対策の各担当が密に連携し、多面的な支援に努めます。 2.4

必要な児童については、関係機関職員と合同で支援方針等を相談するケース検討会議を開催します。 2.3

各種の巡回相談や通級指導教室など、児童の支援に役立つ機関の積極的活用に努めます。 2.4

学校満足度 児童の学校満足度（児童用アンケート：「学校は楽しい」の平均値）

児童アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第２位まで）

保護者アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第２位まで）

令和６年度　膳所小学校　学校評価書
３：よくできた　　２：できた　　１：あまりできていない　　０：まったくできていない

区分

１

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践 2.6

協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育成を
図る授業の工夫改善（ICTの活用含む）

2.4

主体的・対話的で深い学びを追求する授業研究や研修会 2.4

５

2.3

３

体
力
づ
く
り
の
推
進

たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 2.9

体力づくりを推進する運動実践 2.7

生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体を動かそうとする
意欲の育成

2.7

２

道
徳
教
育
の
充
実

生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的実践
力を育てる活動の実施

2.7

ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道徳科の授業・評
価に関する研究

４

指
導
改
善

学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善 2.6

教職員の指導力、情報活用能力及び学校全体の組織的な教
育力向上

2.6

働き方改革の取組と教育活動の質の改善 2.4

６

組
織
的
体
制
の
充
実

生
徒
指
導
体
制
の
充
実

いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題の早期発
見、日常的な予防指導

2.4

生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進 2.6

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
働

子育てや家庭教育に対する保護者への積極的な支援 2.6

保護者・地域との交流や情報発信、参観、懇談会、研修会の
実施、地域人材の活用

2.6

防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域の実態に応じた
安心・安全な学校づくり

2.9

保
幼
小
中
の
連
携

保幼小中学校園の校種間交流や教員の出前授業 2.6

2.3

2.27

特
別
支
援
教
育
の
充
実

2.6

関係機関と連携した相談体制の充実 2.7

2.41

2.41


